
「蓮の図」
1923 年

「狸の図」
1945 年

「最終の翌朝」
1916 年

「自画像」1914 年

反戦と表現に挑んだ郷土の先人

政治家・画人　安藤正
せ い が く

楽
政
治
家
と
し
て
の
足
跡

　

明
治
時
代
の
幕
開
け
を
２
年
後
に
控
え

た
１
８
６
６
年
、
現
在
の
土
居
町
中
村
に

安
藤
正
楽
は
誕
生
し
ま
し
た
。
福
澤
諭
吉

の
「
学
問
の
す
ゝ
め
」
に
感
銘
を
受
け
た

正
楽
は
、
明
治
法
律
学
校
（
現
・
明
治
大

学
）
に
進
学
。
イ
タ
リ
ア
人
法
学
者
パ
テ

ル
ノ
ス
ト
ロ
に
よ
る
国
際
法
の
講
義
を
通

し
て
、「
世
界
の
平
和
」
や
「
人
間
の
幸
福
」

に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

36
歳
で
愛
媛
県
会
議
員
に
当
選
し
た
正

楽
は
、
教
育
現
場
に
根
付
く
部
落
差
別
の

解
消
を
議
会
で
訴
え
ま
し
た
。
41
歳
の
時

に
は
、
地
域
住
民
の
依
頼
を
受
け
て
碑
文

を
書
い
た
「
日
露
戦
役
紀
念
碑
」（
八
坂

神
社
・
土
居
町
藤
原
）
に
お
い
て
、「
世

界
人
類
の
た
め
に
忠
君
愛
國
の
四
字
を
滅

す
に
あ
り
と
予
は
思
ふ
」
と
記
し
、
反
骨

精
神
と
反
戦
の
姿
勢
を
貫
き
ま
し
た
。

画
人
と
し
て
の
横
顔

　
政
治
活
動
と
並
行
し
て
、
正
楽
は
芸
術

に
も
情
熱
を
注
ぎ
ま
し
た
。
生
涯
に
わ
た

り
絵
画
や
書
、
詩
歌
、
彫
刻
な
ど
多
彩
な

作
品
を
手
掛
け
、
中
で
も
絵
画
は
彼
の
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
と
い
え
る
存
在
で
し
た
。
そ

の
画
題
や
画
風
は
独
自
性
に
富
み
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
性
を
帯
び
て
い
ま
す
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
中
に
制
作
さ
れ
た

「
最
終
の
翌
朝
」
は
、
戦
争
に
お
け
る
化

学
兵
器
の
使
用
や
当
時
国
内
で
問
題
と

な
っ
て
い
た
公
害
を
テ
ー
マ
に
描
か
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
天
皇
の
玉
音
放
送

に
よ
っ
て
終
戦
が
国
民
に
伝
え
ら
れ
た

１
９
４
５
年
８
月
15
日
の
夜
、正
楽
は「
狸

の
図
」
で
軍
人
を
風
刺
的
に
描
き
、
そ
の

後
は
平
和
の
象
徴
で
あ
る
鳩
な
ど
を
描
い

た
作
品
を
戦
没
者
遺
族
に
贈
り
ま
し
た
。

蓮
の
花
の
よ
う
に

　

１
９
２
２
年
、
正
楽
は
画
会
を
開
い
て

自
身
の
作
品
の
販
売
を
試
み
ま
し
た
。
し

か
し
期
待
し
た
成
果
は
得
ら
れ
ず
、
画
会

は
失
敗
に
終
わ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
翌
年

に
描
か
れ
た
「
蓮
の
図
」
か
ら
は
、
創
作

へ
の
情
熱
と
気
力
が
み
な
ぎ
っ
て
お
り
、

天
に
向
か
っ
て
伸
び
る
蓮
の
姿
は
、
理
想

と
信
念
に
生
き
る
画
人
・
安
藤
正
楽
そ
の

も
の
を
映
し
出
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

安
藤
正
楽
　
時
を
超
え
て

　

86
歳
で
生
涯
を
閉
じ
る
ま
で
、
正
楽
は

1866年 土居町中村に生まれる

1889年 明治法律学校に入学

1899年 宇摩郡会議員に当選

1903年 愛媛県会議員に当選
部落差別の解消に尽力する

1907年 日露戦役紀念碑で反戦を主張
※碑文は後に削除
県会議員を退く

1908年 上京
学問・芸術分野に傾倒する

1920年 地域住民のために自費で上水
道「春日井水道」を建設

1953年 86年の生涯を閉じる

自
身
の
興
味
関
心
の
赴
く
ま
ま
に
、
学
問

や
芸
術
の
世
界
へ
果
敢
に
挑
み
続
け
ま
し

た
。
そ
の
活
動
は
、
一
時
的
で
道
半
ば
に

終
わ
る
こ
と
も
多
く
、
生
前
に
芸
術
面
で

大
き
な
評
価
を
得
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
世
間
の
常
識
や
価
値
観
に
縛

ら
れ
な
い
彼
の
思
想
と
行
動
は
、
時
代
を

超
え
て
私
た
ち
の
心
に
響
き
、
生
き
る
意

味
や
真
の
幸
福
に
つ
い
て
問
い
掛
け
て
き

ま
す
。
正
楽
の
絵
画
に
宿
る
鮮
烈
な
生
命

力
は
、
彼
の
生
き
方
に
由
来
す
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
、暁
雨
館
で
開
催
中
の
企
画
展
で
、

そ
の
生
命
力
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

安藤正楽（1866-1953）

画人・安藤正楽 -生涯と絵 -
開催中〜 12/21 （日）

安藤正楽が遺した絵画や
書など約40品を展示。

学芸員による展示解説
11/15（土）・16（日）
13：30～（40 分程度）

問　暁雨館　
　　　28-6325　　土居町入野 178-1

暁雨館　企画展示室


